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名 言
二十歳であろうが八十歳であろうが、学ぶことをやめた者は老人である。
学び続ける者はいつまでも若い。
人生で一番大切なことは、若い精神を持ち続けることだ。
Anyone who stops learning is old, whether at 20 or 80. Anyone who keeps learning stays young. 
The greatest thing in life is to keep your mind young.

成功の秘訣というものがあるとすれば、それは常に他人の立場を理解し、
自分の立場と同時に、他人の立場からものごとを見ることのできる能力である。
If there is any one secret of success, it lies in the ability to get the other person’s point of view
and see things from that person’s angle as well as from your own.
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※
2
）O
E
C
D
の
定
義
の
元
と
な
っ
た
論
文
が
、Corrado, C

., H
ulten, C

., 
and D

. Sichel (2009 ),“
Intangible C

apital and U
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で
あ
る
。日
本
の
計
測
結
果
は
経
済
産
業
研
究
所
の
J
I
P
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
※
3
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ン
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ビ
ュ
ー
2
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7
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7
月
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製
造
業
の
研
究
開

発
が
新
市
場
を
も
た
ら
す
」参
照
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MRI MONTHLY REVIEW

生産性向上に不可欠な
「人的投資」と「組織変革」

政策・経済研究センター　酒井 博司

【経 営】

　
働
き
方
改
革
の
根
本
は
、企
業
の
生
産
性
を
中
長
期
的
に
向

上
さ
せ
る
点
に
あ
る
。経
済
協
力
開
発
機
構（
O
E
C
D
）は
、生

産
性
向
上
に
は
研
究
開
発
や
経
営
組
織
改
善
、人
材
の
質
向
上

と
い
っ
た
継
続
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
る
無
形
資
産
蓄

積
が
欠
か
せ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る（
※
1
）。

　
O
E
C
D
諸
国
で
は
企
業
の
無
形
資
産
を
、研
究
開
発

（
R
&
D
）を
軸
と
し
た
投
資
で
蓄
積
さ
れ
る「
革
新
的
資
産
」、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
な
る

「
情
報
化
資
産
」、そ
し
て
人
材
投
資
や
組
織
変
革
、ブ
ラ
ン
ド
力

構
築
な
ど
で
培
わ
れ
る「
経
済
的
競
争
能
力
」の
三
つ
の
類
型
に

分
け
、同
じ
基
準
で
計
測
し
て
い
る（
※
2
）。

　
日
本
は
製
造
業
偏
重（
※
3
）な
が
ら
R
&
D
投
資
の
水
準
自

体
は
高
い
。2
0
1
2
年
時
点
で
国
際
比
較
す
る
と
、日
本
の
革

新
的
資
産
の
G
D
P
比
は
6
%
と
、米
国
の
5
％
や
英
国
の
4
％

を
し
の
ぐ
。

　
し
か
し
、人
材
開
発
や
組
織
変
革
の
た
め
の
投
資
は
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。経
済
的
競
争
能
力
の
G
D
P
比
は
米
英

が
7
％
程
度
な
の
に
対
し
、日
本
は
3
%
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。時

系
列
で
み
る
と
、日
本
企
業
が
人
的
資
本
や
組
織
変
革
を
R
&
D

の
後
回
し
に
し
た
ツ
ケ
の
大
き
さ
が
分
か
る
。

　
日
本
の
1
0
8
産
業
を
分
析
す
る
と
、人
的
資
本
や
組
織
変

革
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
と
、創
出
さ
れ
た
付
加
価
値
に
は
一
貫
し
て
強

い
相
関
が
あ
る
。だ
が
、1
9
9
8
年
以
前
と
比
べ
る
と
、同
年
以

後
は
人
的
資
本・組
織
変
革
投
資
と
付
加
価
値
の
伸
び
が
、と
も

に
鈍
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
図
）。90
年
代
後
半
に
リ
ス
ト
ラ

圧
力
が
強
ま
っ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、人
的
資
本・組
織
変
革
へ

の
投
資
が
減
少
に
転
じ
、付
加
価
値
の
伸
び
も
停
滞
し
て
い
る
。

　
2
0
1
7
年
3
月
に
政
府
が
ま
と
め
た
働
き
方
改
革
実
現
会

議
の
実
行
計
画
に
は
、長
時
間
労
働
の
是
正
や
同
一
労
働
同
一
賃

金
の
導
入
が
盛
り
込
ま
れ
た
。し
か
し
、生
産
性
向
上
に
不
可
欠

な
人
的
資
本
の
向
上
や
組
織
変
革
に
は
、あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。

　
政
府
も
産
業
界
も
、人
的
投
資
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
必

要
が
あ
る
。単
に
投
資
額
を
再
び
増
や
す
だ
け
で
は
不
十
分
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
多
様
な
人
材
が
育
成

さ
れ
る
と
と
も
に
、そ
う
し
た
人
材
が
思
う
存
分
活
躍
で
き
る
よ

う
に
、組
織
の
変
革
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

P o i n t
●働き方改革の根本は中長期にわたる生産性向上にある。

●日本のR&D投資水準は米英と並ぶが人材・組織変革向け投資は低め。

●人的資本向上と組織変革の重要性を再認識すべし。

［図］業種別に見た人的資本・組織変革ストックの伸びと付加価値の伸びの比較

出所：JIPデータベースより三菱総合研究所作成

注：人的資本・人材育成、組織変革投資の水準が最も高い1998年の前後でデータを分割している。
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